
 

 

岐阜県教職員弓道連盟規約 

                       制定 昭和５５(1980)年５月８日 

                       改正 平成 ４(1992)年７月５日 

                          平成 ７(1995)年７月２日 

                          平成１４(2002)年７月１日 

 

（名称） 

第１条 本連盟は、岐阜県教職員弓道連盟と称する。 

 

（目的） 

第２条 本連盟は、県下の教職員相互の連帯性を深め、あわせて弓道界の発展と青  

   少年の健全育成に寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 本連盟は、前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

  １ 弓道の研究会および講習会の開催 

  ２ 全日本教職員弓道選手権大会県予選大会の開催 

  ３ 全日本教職員弓道選手権大会への選手派遣 

  ４ 全日本教職員弓道連盟・岐阜県弓道連盟・岐阜県高体連弓道専門部の   

    行う各種事業への協力 

  ５ 会員名簿の整理発行 

  ６ その他目的達成に必要な事項 

 

（会員） 

第４条 本連盟は、岐阜県内に居住または勤務する教職員（退職者を含む）の弓道  

    愛好者をもって組織する。 

 １ 教職員とは、保育園・保育所・幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特殊教 

   育学校・高等専門学校・短期大学・大学・教育委員会に勤務する教職員および 

   事務職員をいう。 

 ３ 会員は、総会での議決権および本連盟行事への参加権を有する。 

 ４ 本連盟に加入しようとする者は、会費をそえて理事長に申し出るものとする。 

 

（組織） 

第５条 本連盟は、全日本教職員弓道連盟に加盟する。 

 

（役員） 

第６条 本連盟は、次の役員を置く。 

   会長 １名、理事長  １名、理事 若干名、監事 若干名 

 

第７条 役員は、総会において選出する。 

 

第８条 会長は、本連盟を代表し、会務を統轄する。 



 

 

  ２ 理事長は、理事とともに本連盟の会務を処理する。 

  ３ 監事は、会務および会計を監査する。 

 

 

第９条 役員の任期は２年とする。ただし重任を妨げない。また、欠員によって 

   補充された役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

第 10条 本連盟に顧問を置くことができる。顧問は、総会の同意を得て会長が 

   委嘱する。 

       

 

 

 

（会議） 

第 11 条 定時総会は、全日本教職員弓道選手権大会岐阜県予選大会の当日に 

   開催する。 

  ２臨時総会・理事会は、必要に応じ会長が召集する。 

    ３会議の議決は、出席者の過半数で決する。 

 

第 12 条 定時総会においては、次の事項を審議する。 

          １ 予算および決算          ２ 事業計画 

          ３ 役員の選任              ４ 規約の改正 

          ５  その他必要な事項 

 

（経理） 

第 13条 本連盟の経費は、会費、寄付金、補助金およびその他の収入をもって充てる。 

 

第 14条 本連盟の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

 

（細則） 

第 15 本規約を施行するについて必要な事項は、理事会において定める。 

 

付則１ この規約は平成１４年 月 日から実施する。 

 

付則２ 本連盟の会費は、年額１０００円とする。会費は、総会当日までに納入しなければな 

   らない。 

 

 

 

 

 



 

 

申し合わせ事項      改正案 

      1993.7   

        平成 7(1995)年 7月 2日 

平成１４年 月 日 

 全日本教職員弓道選手権大会県予選大会の表彰は、男女別３位まで 

 

  全日本教職員弓道選手権大会への選手派遣 

      選手選考 団体 予選成績上位から３名ずつを団体とし、順にＡチーム、Ｂチ

           ーム、Ｃチームとする（エントリー可能チーム数まで） 

                      ただし、派遣辞退者がある場合は繰り上げとする 

                個人 希望者はすべてエントリーする、 

           予選大会不参加者も、会員は個人戦にはエントリーできる 

      派遣費用  Ａチームの選手には、高校弓道部顧問の場合各自５０００円を、そ

        の他の場合は各自１００００円を激励費として支給する。 

                Ａチーム以外（個人を含む）の選手には、全国大会激励費予算（約

        ７万円）からＡチーム分を支出した残金より均等に支給する、ただ

        し一人５０００円以内とする。全国大会開催地が遠隔地の場合は、

        協議して激励費を増額することができる。 

                上記以外は、学校負担および自己負担。 

                全国大会激励費予算の残金は、特別会計として積み立てる。 

   派遣費用  ・Ａチームの選手には、各自１００００円を激励費として支給する。 

                ・Ａチーム以外（個人を含む）の選手には、一人５０００円を支給する。 

        ・全国大会開催地が遠隔地の場合は、協議してＡチームの激励費を増額    

     することができる。 

                ・上記以外は、自己負担。 

 


